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論文内容の要旨

本論文は脂環化合物の化学において，最近特に多大の関心が向けられている小員環を含む多脂環系

ひずみ化合物に関する系統的研究を目的とし，特に小員環としてシクロブタノン環あるいはシクロプ

ロパン環を含む多脂環系ひずみ化合物の合成および反応性に関する研究成果をまとめたものであり，

その内容は緒言と本文 2 章および結語からなっている。

緒言では，本研究の目的とその内容についての概略を述べている。

第 1 章では，ジスピロ置換 3- イミノおよび 3-チオシクロプタノンの光反応の初期過程において生

成するジラジカル中間体の安定性に， 3-位の官能基およびスピロ脂環基の環の大きさの差が著しく影

響していることを明らかにしている。さらに，シクロブタノン環を含む [0.3.2J および [4.4.2J

プロペラノンの合成法を確立するとともに，その光反応過程にプロペラン構造および第三の脂環の大

きさが顕著な影響をおよぼしていることを明らかにしている。また，プロペラン構造がその光反応過

程において生成するオキサカルベン中間体を著しく安定化し，その結果興味あるオキサカルベン中間

体の二量化反応が効率よくおこることを見いだしている。

第 2 章では，三員環を三個有し大きなひずみエネルギーを持つ多脂環系ジスピロヘプタンわよびオ

キサジスピロヘプタンの合成法の確立およびその合成過程における種々の反応およびそれらのひずみ

解消にともなう反応や種々の試薬との反応におけるかさ高いノルカラニル基の著しい立体効果につい

て述べている。

結語は本論文の総括で，以上の結果をまとめて述べている。
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論文の審査結果の要旨

本論文は，大きなひずみエネルギーをもっ小員環を含む興味ある多脂環化合物を合成し，それらの

構造と反応性の相互関係を明らかにすることを目的としたものである。

すなわち，興味ある立体構造からなるシクロプタノン環を含む三環性ジスピランおよびプロペラン

の合成法を確立するとともに，それらの光化学反応初期過程におよぼす特異な環構造の影響を明らか

にし，えられた新しい知見にもとずき効果的なオキサカルベン二量化反応を開発している。また，生

理活性に関連して多大の関心がもたれている多脂環系ジスピロヘプタンおよびオキサジスピロヘブタ

ンの合成法を確立するとともに，とくにそれらの種々の反応におよぼす顕著なノルカラニル基のかさ

高効果を明らかにしている。

以上の結果は，資源の有限性に関連して近年膨大な量が消費されている石油の中に多量に含まれて

いる多脂環化合物からの高付加価値物質の合成という緊急課題に重要な知見を与えるもので，学術的

にも工業的にも寄与するところが大きいと考えられる。よって本論文は博士論文として価値あるもの

と認める。
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